
















要約:(財)予防医学事業中央会各都府県支部の協力により,22 都府県の児童・生徒を対象

に実施した小児期からの成人病予防健診のデータ約 18 万人分を,同一コンピュータに入力

した。その分析結果では,肥満のものが 11%前後,高コレステロールのもの 8%前後,血圧高

値のものが 1%前後の割合でいることがわかった。また,小学 5 年時と中学 1 年時に健診を

受けた同一人について両時点の健診結果を比較すると,健診後指導を行ったことにより健

康状態が改善されるとの結果が得られた。


